
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的

な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
案
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社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律

（趣
旨
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
世
代
間
及
び
世
代
内
の
公
平
性
が
確
保
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
支
え
合
う

社
会
を
回
復
す
る
こ
と
が
我
が
国
が
直
面
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
と
と
も
に
不
断

に
行
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
に

一
段
と
注
力
し
つ
つ
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
行
う
税
制
の
抜
本
的

な
改
革
の

一
環
と
し
て
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
及
び
財
政
の
健
全
化
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
観
点
か

ら
消
費
税
の
使
途
の
明
確
化
及
び
税
率
の
引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
所
得
、
消
費
及
び
資
産
に
わ
た
る
税
体
系
全
体
の
再

分
配
機
能
を
回
復
し
つ
つ
、
世
代
間
の
早
期
の
資
産
移
転
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
所
得
税
の
最
高
税
率
の
引
上
げ
及
び
相
続

税
の
基
礎
控
除
の
引
下
げ
並
び
に
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
拡
充
を
行
う
た
め
、
消
費
税
法

（昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八

日こ

、
所
得
税
法

（昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
、
相
続
税
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
及
び
租
税
特
別

措
置
法

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の

一
部
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
及
び
関

連
す
る
諸
施
策
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一



二

（消
費
税
法
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
消
費
税
法
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第

一
条
の
見
出
し
を

「
（趣
旨
等
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２
　
消
費
税
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十

一
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ

か
、
毎
年
度
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
年
金
、
医
療
及
び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
並
び
に
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の

施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
第

一
号
中

「次
条
第
二
項
及
び
第
十

一
条
第
四
項
」
を

「次
条
第
二
項
、
第
十

一
条
第
四
項
及
び
第
十
二

条
の
三
第

一
項
」
に
改
め
、
同
号
口
中

「百
分
の
百
二
十
五
」
を

「六
十
三
分
の
八
十
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中

「及
び

同
条
第
二
項
」
を

「、
同
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中

「百
分
の
百
二
十
五
」
を

「六
十
三
分
の
八
十
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
の
見
出
し
を

「
（新
設
法
人
の
納
税
義
務
の
免
除
の
特
例
）
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え

る
。

（特
定
新
規
設
立
法
人
の
納
税
義
務
の
免
除
の
特
例
）



第
十
二
条
の
三
　
そ
の
事
業
年
度
の
基
準
期
間
が
な
い
法
人

（前
条
第

一
項
に
規
定
す
る
新
設
法
人
及
び
社
会
福
祉
法
第
二

十
二
条

（定
義
）
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
専
ら
別
表
第

一
に
掲
げ
る
資
産
の
譲
渡
等
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「新
規
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
の

う
ち
、
そ
の
基
準
期
間
が
な
い
事
業
年
度
開
始
の
日

（以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て

「新
設
開
始
日
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
特
定
要
件

（他
の
者
に
よ
り
新
規
設
立
法
人
の
発
行
済
株
式
又
は
出
資

（そ
の
新
規
設
立
法
人
が
有
す
る
自
己

の
株
式
又
は
出
資
を
除
く
。
）
の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
数
又
は
金
額
の
株
式
又
は
出
資
が
直
接
又
は

間
接
に
保
有
さ
れ
る
場
合
そ
の
他
の
他
の
者
に
よ
り
新
規
設
立
法
人
が
支
配
さ
れ
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
で

あ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
し
、
か
つ
、
新
規
設
立
法
人
が
特
定
要
件
に
該
当
す
る
旨

の
判
定
の
基
礎
と
な
つ
た
他
の
者
及
び
当
該
他
の
者
と
政
令
で
定
め
る
特
殊
な
関
係
に
あ
る
法
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
者

の
当
該
新
規
設
立
法
人
の
当
該
新
設
開
始
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
基
準
期
間
に
相
当
す
る
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高

と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

（国
又
は
地
方
公
共
団
体
が

一
般
会
計
に
係
る
業
務
と
し
て
行
う

事
業
に
お
け
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の
対
価
の
額
を
除
く
。
）
が
五
億
円
を
超
え
る
も
の

（以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に

お
い
て

「特
定
新
規
設
立
法
人
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
新
規
設
立
法
人
の
基
準
期
間
が
な
い
事
業
年
度

三



四

に
含
ま
れ
る
各
課
税
期
間

（第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
に
よ
り
、
又
は
第
九
条
の
二
第

一
項
、
第
十

一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
十
二
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
を

納
め
る
義
務
が
免
除
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
課
税
期
間
を
除
く
。
）
に
お
け
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
は
、
第
九

て条
第

一
項
本
文
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
新
規
設
立
法
人
が
そ
の
新
設
開
始
日
に
お
い
て
特
定
要
件
に
該
当
し
、
か
つ
、
前
項
に
規
定
す
る
他
の
者
と
同
項
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
殊
な
関
係
に
あ
る
法
人
で
あ
つ
た
も
の
で
、
当
該
新
規
設
立
法
人
の
設
立
の
日
前

一
年
以
内
又

は
当
該
新
設
開
始
日
前

一
年
以
内
に
解
散
し
た
も
の
の
う
ち
、
そ
の
解
散
し
た
日
に
お
い
て
当
該
特
殊
な
関
係
に
あ
る
法

人
に
該
当
し
て
い
た
も
の

（当
該
新
設
開
始
日
に
お
い
て
な
お
当
該
特
殊
な
関
係
に
あ
る
法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て

「解
散
法
人
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
解
散
法
人
は
当
該
特
殊
な
関
係
に
あ
る
法
人

と
み
な
し
て
、
当
該
新
規
設
立
法
人
に
つ
き
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３
　
前
条
第
二
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
特
定
新
規
設
立
法
人
が
そ
の
基
準
期
間
が
な
い
事
業
年
度
に
含
ま
れ
る
各
課
税

期
間

（第
三
十
七
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
課
税
期
間
を
除
く
。
）
中
に
調
整
対
象
固
定
資
産
の
仕
入
れ
等
を

行
つ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
二
項
中

「前
項
の
新
設
法
人
」
と
あ
る
の
は

「次
条



第

一
項
の
特
定
新
規
設
立
法
人
」
と
、

「当
該
新
設
法
人
」
と
あ
る
の
は

「当
該
特
定
新
規
設
立
法
人
」
と
、

「若
し
く

は
前
項
」
と
あ
る
の
は

「、
こ
の
項
若
し
く
は
次
条
第

一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第

一
項
に
規
定
す
る
他
の
者
は
、
特
定
要
件
に
該
当
す
る
新
規
設
立
法
人
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
金
額
が
五
億
円
を
超

え
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５
　
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
十
五
条
第
六
項
及
び
第
十

一
項
中

「第
十
二
条
の
二
」
を

「第
十
二
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中

「百
分
の
四
」
を

「百
分
の
六

・
三
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第

一
項
中

「百
五
分
の
四
」
を

「百
八
分
の
六

・
三
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

「百
分
の
百
二
十
五
」
を

「六
十
三
分
の
八
十
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
十
六
条
第

一
項
中

「百
五
分
の
四
」
を

「百
八
分
の
六

・
三
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
二
項
第
二
号
中

「に
お
い
て
同
項
」
を

「又
は
第
十
二
条
の
三
第
三
項
の
特
定
新
規
設
立
法
人
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
第
十
二
条
の
二
第
二
項

（第
十
二
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

五



エハ

同
じ
。
）
」
に
、

「同
項
に
規
定
す
る
調
整
対
象
固
定
資
産
」
を

「第
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
調
整
対
象
固
定
資

産
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第

一
項
中

「百
分
の
五
」
を

「百
分
の
八
」
に
、

「百
五
分
の
四
」
を

「百
八
分
の
六

・
三
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第

一
項
中

「百
五
分
の
四
」
を

「百
八
分
の
六

・
三
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第

一
項
中

「及
び
第
六
項
」
を

「、
第
六
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

「こ
の
項
」
の
下
に

「、
第
八
項
、
第
十
項
及
び
第
十

一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中

「前
各
項
」
を

「第

一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

８
　
第
六
項
第

一
号
に
掲
げ
る
金
額
が
二
十
四
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間
に
つ
き
、
同

項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

（以
下
こ
の
項
及
び
第
十

一
項
に
お
い
て

「六
月
中
間
申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
こ

と
を
要
し
な
い
事
業
者
が
、
当
該
六
月
中
間
申
告
書
を
提
出
す
る
旨
を
記
載
し
た
届
出
書
を
そ
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税

務
署
長
に
提
出
し
た
場
合
に
は
、
当
該
届
出
書
の
提
出
を
し
た
事
業
者
の
当
該
提
出
を
し
た
日
以
後
に
そ
の
末
日
が
最
初

に
到
来
す
る
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間
以
後
の
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間

（同
号
に
掲
げ
る
金
額
が
二
十
四
万
円
以
下
で

あ
る
も
の
に
限
る
。
第
十

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
六
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。



９
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
た
事
業
者
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
や
め
よ
う
と
す
る
と
き

又
は
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
出
書
を
そ
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

１０
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
日
以
後
に
そ
の
末
日
が
最
初
に
到
来
す

る
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間
以
後
の
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間
に
つ
い
て
は
、
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
そ
の
効

力
を
失
う
。

１１
　
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
を
し
た
事
業
者
が
、
当
該
提
出
を
し
た
日
以
後
に
そ
の
末
日
が
最
初
に
到
来
す

る
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間
以
後
の
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間
に
係
る
六
月
中
間
申
告
書
を
そ
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出

し
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
を
当
該
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間
の
末
日
に
そ

の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
に
提
出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
十
四
条
中

「場
合
」
の
下
に

「
（第
四
十
二
条
第
十

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、

「第
四
十
二
条
第

一
項
各
号
」
を

「同
条
第

一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第

一
項
第
三
号
中

「又
は
第
三
十
七
条
第
四
項
」
を

「、
第
三
十
七
条
第
四
項
又
は
第
四
十
二
条
第
九
項
」

七



八

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「第
十
二
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
新
設
法
人
」
を

「事
業
者
が
第
十
二
条
の
二
第

一
項
に
規

定
す
る
新
設
法
人
又
は
第
十
二
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
新
規
設
立
法
人
」
に
、

「事
業
者
は
」
を

「場
合
に
は
」

に
、

「当
該
事
業
者
が
新
設
法
人
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
」
を

「そ
の
」
に
改
め
る
。

第
三
条
　
消
費
税
法
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
二
項
第

一
号
口
及
び
第
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中

「六
十
三
分
の
八
十
」
を

「七
十
八
分
の
百
」
に
改
め

る

。第
二
十
九
条
中

「百
分
の
六

・
三
」
を

「百
分
の
七

・
八
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第

一
項
中

「百
八
分
の
六

・
三
」
を

「百
十
分
の
七

・
八
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

「六
十
三
分
の
八
十
」

を

「七
十
八
分
の
百
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
三
十
六
条
第

一
項
中

「百
八
分
の
六

・
三
」
を

「百
十
分
の
七

・
八
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第

一
項
中

「百
分
の
八
」
を

「百
分
の
十
」
に
、

「百
八
分
の
六

・
三
」
を

「百
十
分
の
七

・
八
」
に
改
め

る

。第
三
十
九
条
第

一
項
中

「百
八
分
の
六

・
三
」
を

「百
十
分
の
七

・
八
」
に
改
め
る
。



百
九
十
五
万
円
以
下
の
金
額

百
九
十
五
万
円
を
超
え
三
百
三
十
万
円
以
下
の
金
額

三
百
三
十
万
円
を
超
え
六
百
九
十
五
万
円
以
下
の
金
額

六
百
九
十
五
万
円
を
超
え
九
百
万
円
以
下
の
金
額

九
百
万
円
を
超
え
千
八
百
万
円
以
下
の
金
額

千
八
百
万
円
を
超
え
五
千
万
円
以
下
の
金
額

五
千
万
円
を
超
え
る
金
額

（所
得
税
法
の

一
部
改
正
）

第
四
条
　
所
得
税
法
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
九
条
第

一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
い
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

百
分
の
五

百
分
の
十

百
分
の
二
十

百
分
の
三
十
三

百
分
の
四
十

百
分
の
四
十
五

九



(八 )

その月の社会保

険料等控除後の

給与等の金額

甲

乙族親養扶 の 数等

0人 1_全
12人 `人

4人 5人 6人 17人
以   上 1未 ,両 税 額 額税

l,25(),(X)()円 却ホ‖I D651`Щ 81‖ ぃ1ぅ州174コ 1 16zα魅1",洲 15a8州
1,2駁 ),Oα )円 を超え

1,740,()()()円 に満た

ない金額

1,250,Oα)円 の場合の税額に、その月の社会保険料等控除後の給与等の金額のう

ち1,2「ll、Ⅸlll円 を超える金額の移3%に相当する金額を加算した金額

1,74(),00()円 出淵 出淵13m」‖34メ川3“」‖34調 324馴 コ■5用 円
('S().5()()

1,740,000円 を超え

4,40(),000円 にも崎た

ない金額

1,740`XЮ「1の場合の税額に、その llの社会保険料等控除後の給与等の金額のう

ち1,740メXЮ円を超える金額の

“

%に相当する金額を加算した金額

こ
、会
除

の
ち
を
の
す
算

Ｈ
社
拌
等
う
円
額
当
加

¨̈噸“̈‐，７．‐＜＞，て＞＜，＜＞』̈仙̈
4,4(X)IXX)円 螂馴Ⅲ22劃中45判甲酬 1押酬‖l却ィ州1部副‖lJ」 |

4,4111,000円 を超え

る金額

4,41Ю ,ll Ю「 |の場合
の,t額 に、その月の社会保険滲1等控除後の給与等の金額のう

ち4,400,ll X)円 を超える金額の45%に 相当する金額を加η:し た金額

扶養親族等の数が 7人を超える場合には、扶養親族等の数が 7人 の場合の税額から、その 7人を超える

1人 ごとに1,580円 を控除した金額

従 たる給 与に
つ いての ll養
控除等 中告 ,||
が提出 されて
い る 」場合 に
は、 
｀
%「亥||(∫ i

り}に 記‖支さオl
た扶 養

`l族

竹
の数 に応 じ、
扶 養 親 族 等
1人 ご と に
1,58o「 ∫を、 1:
の 各欄 によつ
て求めた llt有 i

か らli除 した
金額

(注)こ の表における用.Lについては、次に定めるところによる。
「→ 「扶養親族等Jと は、li除対象配偶者及びI_t除 対象扶養親族をいう。

「〕「社会保険料等Jと は、第七十四条第二項 (社会保険料控除)に IIl定する社会保険料及び第七十五条第二項
(小規模企業共済等掛金控除)に規定する小規模企業共済等掛金をいう。

(備考)税 額の求め方は、次のとおりである。
|1 給与所得者の扶養控除等申告書の提出があつた居住者については、
11, まず、その居住者のその月の給与等の金額から、その給与等の金額から控除される社会保険料等の金額を

控除した金額を求める。

(2, 当該申告書により中計された扶養親族等の数が 7人以 ドである場合には、(1)に より求めた金額に応 じて
「その月の社会保険料等控除後の給与等の金額J llFlの 該当する行を求め、その行とその申告された扶養親族

等の数に応じて求めた甲欄の該当欄との交わるところに記載されている金額が、その求める税額である。

13)当 該中告書により申告された扶養親族等の数が 7人 を超える場合には、(1)に より求めた金額に応じて、扶
養親族等の数が 7人であるものとして(2)に より求めた税額から、扶養親族等の数が 7人 を超える 1人 ごとに
1,580円 を控除した金額が、その求める税額である。

(4)12)及び(3)の場合において、当該申告書にその居住者が障害者、寡婦、寡夫又は勤労学生に該当する旨の記

載があるとき (当該勤労学生が第二条第一項第二十二号口又はハ (定義)に掲げる者に該当するときは、当
該中告書に勤労学生に該当する旨の記載があるほか、第百九十四条第二項 (給与所得者の扶養控除等中告

書)に規定する書類の提出又は提示があつたとき)は、扶養親族等の数にこれらの一に該当するごとに 1人
を加算した数を、当該申告書にその居住者の控除対象配偶者又は扶養親族のうちに障害者又は第八十五条第
二項 (扶養親族等の判定の時期等)に規定する同居特別障害者がある旨の記載があるときは、扶養親族等の
数にこれらの一に該当するごとに 1人を加算した数を、それぞれ(2)及 び13)の 扶養親族等の数とする。

○



(¬ 給与所得者の扶養控除等中告書の提出がない居住者 (従たる給与についての扶養控除等申告書の提出があつ
た居住者を含む。)に ついては、その居住者のその月の給与等の金額から、その給与等の金額から控除される

社会保険料等の金額を控除し、その控除後の金額に応じて「その月の社会保険料等控除後の給与等の金額J相
の該当する行を求め、その行と乙欄との交わるところに記載されている金額 (従たる給与についての扶養控除

等中告書の提出があつた場合には、当該申告書により申告された扶養親族等の数に応じ、扶養親族等 1人 ごと

に1,580円 を控除した金額)が、その求める税額である。



別
表
第
三
０
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



一
一一一

(七)

その日の社会保

険料等控除後の

給与等の金額

甲

乙 丙扶 族親養 数の等

0  人 l 人 人 3 人 4  人 5    ノ、 6 人 7  人

以  」1 未  満 税 額 税  額 税  額

円
32,(,00

32,100
32,200
32,300
32,400

〔)2,500
32,600
32,700
32,800
32,900

[)3,0,

円
32,100
32,2()0

32,300
32,400
32,500

32,6()()

32,700
32,800
32,900
33,000

00円

円
3,905
3,91)()

3,950
3,970
4,()()()

4,030
4,()60

4,090
4,125
4155

4 1

ド」
3,665
3,6S5
〔),7()5
3,730
3,750

3,775
3,795
3,815
3,840
3,860

3,870

円
3,420
3,440
3,465
3,485

3,510

i),530

3,550
3,「D75

3,595
3,615

〔ヽ630

円
3,180
3,2()0

3,220
3,245
3,265

3,28「D

3,310
3,330
3,350
3,375

3,385

円

３５

％

８０

００

２０

　

　

郷

“

９０

Ю

Ю

3,140

円

９０

５

３５

５５

鉤

　

　

００

”

４５

“

”

　

　

００

円
2,480
2,495
2,515
2,535
2,555

2,575
2,590
2,610

円
2,265
2,285
2,305
2,325
2,345

2,i)60

2,38()

2,4()()

2,42()

2,440

2,445

円
12,11()

12,1611

12,210
12,260
12,310

12,360
12,410
12,460
12,51()

12,560

12,61(〕

円
2,078
2,()96

2,114
2,132
2,150

2,168
2,18C

2,204
2,222
2,24C

2,258

33,000円 を超え

41,500円 に満た

ない金額

33,000円 の場合の税額に、その日の社会保険料等控除後の給与等の金額

のうち33,000円 を超える金額の315%に 相当する金額を加算した金額

叫̈囀』一一，＜，＜，＜＞円を「４＜＞％‐こ十日『」額

‐２
そ
会
控
与
額
３３
超
の
当
を
金

”̈讐̈一け叫̈̈
一一鰤41,500円

円
” 硼 酬椰川到 瓢隔 饉

41,50()円 を超え

58p00円 にお崎た

ない金額

41,500円 の場合の税額に、その日の社会保険料等控除後の給与等の金額

のうち41,500円 を超える金額の33%に 相当する金額を加算した金額

58,000F]
円

12,295
11

11,995
円

11,755
円

11,510
円

ll,265
円

11,025
円

1(),785

円
ｍ

比

22,61(
円
Ｔ

58,000円 を超え

147,000円 に ,商

たない金額

58,000円 の場合の税額に、その日の社会保険料等控除後の給与等の金額

のうち58,000円 を超える金額の40%に 相当する金額を加算した金額

こ
、社
等
給
金
ち
を
額
相
額
た

岬
¨
脚
い
物
¨

，
て＞＜，＜‐円
（
は
嬌
嶼
額

２２
そ
会
控
与
額

５８
超

の
当
を
金

謝 』あl
会保険料等
控除後の給
与 等 の 金
額 の う ち
58,000円 を
超える金額
の33%に十日
当す る金額
を加算 した
金額

147,000H
円

47,895 4硼 47,:晒ll葛研
円
”

147,000円 を 超

える金額

147,000円 の場合の税額に、その日の社会保険料等控除後の給与等の金

額のうち147,000円 を超える金額の45%に IF当 する金額を加算した金額

こ
、社
等
給
金
ち
を
額
相
額
た

岬
¨
脚
［
割
¨

７
，
＜＞＜＞０円
器

は
一
嗅
額

３７
そ
会
控
与
額

１４
超

の
当
を
金



別
表
第
三
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
四



(八 )

その日の社会保

険料等控除後の

給与等の金額

甲

乙 丙扶 養 親 族 等 の 数

0人 1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人

以  上 未  満 税 額 税  額 税   額

扶養親族等の数が 7人 を超える場合には、扶養親族等の数が 7人 の場合の税額から、その 7人

を超える 1人 ごとに50円 を控除した金額

与

の
等
提

い
に
中
載
養
数
扶
等
に
上
よ
た
控
額

赫薫郵渤欽始報調はゆ応じ、勅嘘円を、縦̈
い』

従
に
扶
申
出
る
は
告
さ
親

に
養

１
５０
の

つ
税
除

五

(注)こ の表における用語については、次に定めるところによる。
ll「扶養親族等」とは、控除対象配偶者及び控除対象扶養親族をいう。
ll「社会保険料等」とは、第七十四条第二項 (社会保険料控除)に規定する社会保険料及び第七十五条第二項
(小規模企業共済等llN金控除)に規定する小規模企業共済等掛金をいう。

(備考)税 額の求め方は、次のとおりである。
ll 給与所得者の扶養lrt除等申告書の提出があつた居住者については、
(1)ま ず、その居住者のその日の給与等の金額から、その給与等の金額から控除される社会保険料等の金額を

控除した金額を求める。

(2)当 該申告書により申告された扶養親族等の数が 7人以下である場合には、(1)に より求めた金額に応じて
「その日の社会保険料等控除後の給与等の金額」欄の該当する行を求め、その行とその申告された扶養親族

等の数に応じて求めた甲欄の該当欄との交わるところに記載されている金額が、その求める税額である。

(3)当 該申告書により申告された扶養親族等の数が 7人を超える場合には、(1)に より求めた金額に応じて、扶

養親族等の数が 7人であるものとして(2)に より求めた税額から、扶養親族等の数が 7人を超える 1人 ごとに

50円 を控除した金額が、その求める税額である。

14)(2)及び(3)の 場合において、当該申告書にその居住者が障害者、寡婦、寡夫又は勤労学生に該当する旨の記

載があるとき (当該勤労学生が第二条第一項第二十二号口又はハ (定義)に掲げる者に該当するときは、当
該申告書に勤労学生に該当する旨の記載があるほか、第百九十四条第二項 (給与所得者の扶養控除等申告

書)に規定する書類の提出又は提示があつたとき)は、扶養親族等の数にこれらの一に該当するごとに 1人
を加算した数を、当該申告書にその居住者の控除対象配偶者又は扶養親族のうちに障害者又は第八十五条第

二項 (扶養親族等の判定の時期等)に規定する同居特別障害者がある旨の記載があるときは、扶養親族等の

数にこれらの一に該当するごとに 1人を加算した数を、それぞれ(2)及 び(3)の扶養親族等の数とする。

口 給与所得者の扶養控除等申告書の提出がない居住者 (従たる給与についての扶養控除等申告書の提出があつ
た居住者を含む。)については、
(1)(2)に該当する場合を除き、その居住者のその日の給与等の金額から、その給与等の金額から控除される社

会保険料等の金額を控除し、その控除後の金額に応じて 「その日の社会保険料等控除後の給与等の金額J欄
の該当する行を求め、その行と乙欄との交わるところに記載されている金額 (従たる給与についての扶養控

除等申告書の提出があつた場合には、当該申告書により申告された扶養親族等の数に応じ、扶養親族等 1人

ごとに50円 を控除した金額)が、その求める税額である。
(2)その給与等が第百八十五条第一項第三号 (労働した日ごとに支払われる給与等)に掲げる給与等であると
きは、その居住者のその日の給与等の金額から、その給与等の金額から控除される社会保険料等の金額を控

除し、その控除後の金額に応じて「その日の社会保険料等控除後の給与等の金額J欄 の該当する行を求め、
その行と丙欄との交わるところに記載されている金額が、その求める税額である。



別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ



等 の 数 乙

4 人 5 人 6 人 7 人 以 上

除 後 の 給 与 等 の 全 額
前月の社会保険料等控
除後の給与等の金額

以 上 未 ,商 以 上 未 7商 以 上 未 ,商 以 上 未 満 以 上 未 満

硼
別
　
２‐０
硼
３７８
　
４２４
４４４
４７０
　
Ｗ
５４３
５９２
　
７５‐
躙
鋼
　
部
９４９
齢
　
幅
価
銀
　
３９６
4,529

千円

千円未満

949
1,013
1,()86

1,435

1,664

3,1,96

4,529

千円以上

「
２４３
　
２４３
枷
４０６
　
輌
４７２
４９６
　
瓢
５７４
の
　
７７‐
激
調
　
９２２
９７３
酬
1,H3
1,459

1,('92

3,420

4,56()

千P

千円未満

973
1,038
1,111;

1,459

1,692

3,420

4,560

千円以上

川
２７５
　
２７５
３３３
剃
　
４７６
４９９
５２５
　
５５９
側
６５２
　
観
剛
慨
947
997
1,()(,4

:;,444

4,592

千円

千円未満

9()7

1,064

1,14()

1,484

1,720

3444

4

千円以上

千円
3()8

3()8

372
456

812
884
()25

971
1,021

1,089

1,168

1,508

1,749

3,468

4,(,24

千 :J

千円未満

1,021

1,089

1,168

1,508

1,749

3,468

4,624

千円以 上

「
「11

535

1,408

千
「

l

千円未満

305

535

1,408

千円以上

(小規模企業共済等掛金控除)に規定する小規模企業共済等掛金をいう。

金額から控除される社会保険料等の金額 (以下この表において 「前月中の社会保険料等の金額Jと いう。)を控除し

険料等控除後の給与等の金額」欄の該当する行を求める。

である。

る旨の記載があるとき (当 該勤労学生が第二条第一項第三 十二号口又はハ (定義)に掲げる者に該当するときは、当

規定する書類の提出又は提示があつたとき)は、扶養親族等の数にこれらの一に該当するごとに 1人を加算した数を、

定の時期等)に規定する同居特別障害者がある旨の記載があるときは、扶養親族等の数にこれらの一に該当するごと

居住者を含む。)については、lglに該当する場合を除き、

八
る。

である。

合又はその賞与の金額 (当該金額から控除される社会保険料等の金額がある場合には、その控除後の金額)が前月中
表によらず、第百八十六条第一項第一号口若しくは第二号口又は第二項 (賞与に係る徴収税額)の規定 (同条第二項

ときは、その賞与の支払の直前に支払を受けた若しくは支払を受けるべき給与等の金額又はその給与等の金額から控

該金額から控除される社会保険料等の金額とみなす。



一
九

別表第四 賞与に対する源泉徴収税額の算出率の表 (第百八十六条関係)

(注)こ の表における用語については、次に定めるところによる。
←)「扶養親族等」とは、控除対象配偶者及び控除対象扶養親族をいう。

ll「社会保険料等Jと は、第七十四条第二項 (社会保険料控除)に規定する社会保険料及び第七十五条第二項
(備考)賞 与の金額に乗ずべき率の求め方は、次のとおりである。
ll 給与所得者の扶養控除等申告書の提出があつた居住者については、四に該当する場合を除き、
(1)ま ず、その居住者の前月中の給与等 (賞与を除く。以下この表において同じ。)の金額から、その給与等の

た金額を求める。

(2)次に、当該申告書により申告された扶養親族等の数と11)に より求めた金額とに応じて甲欄の「前月の社会保
{3)(2)に より求めた行と「賞与の金額に乗ずべき率」欄との交わるところに記載されている率が、その求める率

ll llの場合において、給与所得者の扶養控除等申告書にその居住者が障害者、寡婦、寡夫又は勤労学生に該当す

該申告書に勤労学生に該当する旨の記載があるほか、第百九十四条第二項 (給与所得者の扶養控除等申告書)に

当該申告書にその居住者の控除対象配偶者又は扶養親族のうちに障害者又は第八十五条第二項 (扶養親族等の判

に 1人を加算した数を、それぞれ扶養親族等の数とする。

l_l 給与所得者の扶養控除等申告書の提出がない居住者 (従たる給与についての扶養控除等申告書の提出があつた

(1)そ の居住者の前月中の給与等の金額から前月中の社会保険料等の金額を控除した金額を求める。

レ,(1)に より求めた金額に応じて乙欄の「前月の社会保険料等控除後の給与等の金額」欄の該当する行を求め

(3)(2)に より求めた行と「賞与の金額に乗ずべき率J欄 との交わるところに記載されている率が、その求める率
回 前月中の給与等の金額がない場合若しくは前月中の給与等の金額が前月中の社会保険料等の金額以下である場
の給与等の金額から前月中の社会保険料等の金額を控除した金額の10倍に相当する金額を超える場合には、この

の規定を含む。)に より税額を計算する。
CTl l lか らいまでの場合において、その居住者の受ける給与等の支給期が月の整数倍の期間ごとと定められている

除される社会保険料等の金額を当該倍数で除して計算した金額をもつて、それぞれ前月中の給与等の金額又は当

賞 与 の
金 額 に
乗 ず べ
き 率

甲

一
族扶 養 親

0 人 人1 人2 人

控ユ削 社 険月 保 料の 等

以 L 満未 以 _L 満未 以 上 満未 以 上 ,商未

０

　

２

４

６

　

８

１０

１２

　

‐４

‐６

・８

　

２０

２２

２４

　

２６

２８

３０

　

３２

３５

３８

　

４‐

　

４５

% 刊
６８
　
６８
７９
２５２
　
硼
３３４
協
　
３９５
４２６
５５０
　
鰯
７‐４
７５０
　
７９．
８４７
９．０
997
1,337
1,551

3,301

4,402

千円

千円未満

７

２５

３０

　

３３

３６

３９

　

４２

５５

６６

　

７‐

７５

７９

　

８４

９．

９９

1,337

1,551

3,301

4,402

千円以上

刊
９４
　
９４
２４３
２８２
　
３３８
３６５
３９４
　
４２２
４５５
５５０
　
６８９
７３８
７７５
　
８．７
８７６
９３６
　
，００３
，３６２
，５７９　
，３２５　
，４３４

千 円

876
936
1,003

4,434

千円以上

千円未満

1,031

1,386
1,607

3,349

4,465

刊
‐３３
　
・３３
２６９
３‐２
　
３６９
３９３
４２０
　
４５０
４８４
５５０
　
７‐０
７６２
８０．
　
８４４
９０‐
９６２

千円

千円未満

9()1

962
1,031

1,386

1,607

3,349

4,465

千円以 L

刊
‐７．
　
‐７‐
２９５
３４５
　
３９８
４．７
４４５
　
４７７
５．３
Ｖ
　
７３０
７８６
８２６
　
８７２
９２５
９８７
1,058
1,410
1,636

3,373

4,497

千 円

925
987
1,058

1,410

1,636

3,373

4,497

千円以上

千円未満



二
〇

（相
続
税
法
の

一
部
改
正
）

第
五
条
　
相
続
税
法
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第

一
項
第
五
号
イ
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
改
め
、

「相
続
人
の
数
」
の
下
に

「
（当
該
相
続
人
の
数
の

う
ち
次
に
掲
げ
る
者
の
合
計
数
と
し
、
そ
の
者
が
次
の
０
か
ら
０
ま
で
の
う
ち
二
以
上
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
者
の
数
を

一
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

０
　
一
一十
歳
未
満
の
者

②
　
第
十
九
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者

０
　
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
い
て
当
該
被
相
続
人
と
生
計
を

一
に
し
て
い
た
者

第
十
二
条
第

一
項
第
六
号
イ
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第

一
項
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
、

「五
千
万
円
と
千
万
円
」
を

「三
千
万
円
と
六
百
万
円
」
に
、

「得

た
」
を

「算
出
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に
、

「控
除
し
た
金
額
」
を

「控
除
し
た
残
額
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。



千
万
円
以
下
の
金
額

千
万
円
を
超
え
三
千
万
円
以
下
の
金
額

三
千
万
円
を
超
え
五
千
万
円
以
下
の
金
額

五
千
万
円
を
超
え

一
億
円
以
下
の
金
額

一
億
円
を
超
え
二
億
円
以
下
の
金
額

二
億
円
を
超
え
三
億
円
以
下
の
金
額

二
億
円
を
超
え
六
億
円
以
下
の
金
額

六
億
円
を
超
え
る
金
額

百
分
の
十

百
分
の
十
五

百
分
の
二
十

百
分
の
三
十

百
分
の
四
十

百
分
の
四
十
五

百
分
の
五
十

百
分
の
五
十
五

第
十
九
条
の
三
第

一
項
中

「六
万
円
」
を

「十
万
円
」

第
十
九
条
の
四
第

一
項
中

「六
万
円
」
を

「十
万
円
」

第
二
十

一
条
の
七
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一百
万
円
以
下
の
金
額

一百
万
円
を
超
え
三
百
万
円
以
下
の
金
額

に
改
め
る
。

に
、

「十
二
万
円
」
を

「
二
十
万
円
」
に
改
め
る
。

百
分
の
十

百
分
の
十
五一

一
一



三
百
万
円
を
超
え
四
百
万
円
以
下
の
金
額

四
百
万
円
を
超
え
六
百
万
円
以
下
の
金
額

六
百
万
円
を
超
え
千
万
円
以
下
の
金
額

千
万
円
を
超
え
千
五
百
万
円
以
下
の
金
額

千
五
百
万
円
を
超
え
三
千
万
円
以
下
の
金
額

三
千
万
円
を
超
え
る
金
額

第
二
十

一
条
の
八
中

「前
条
」
を

「前
条
又
は
第
二
十

一
条
の
十
三
」
に
、

「控
除
し
た
金
額
」
を

「控
除
し
た
残
額
」

に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中

「同
条
」
を

「こ
れ
ら
」
に
改
め
る
。

第
二
十

一
条
の
九
第

一
項
及
び
第
四
項
中

「六
十
五
歳
」
を

「六
十
歳
」
に
改
め
る
。

（租
税
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
）

第
六
条
　
租
税
特
別
措
置
法
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
九
条
の
五
第

一
項
中

「第
二
十

一
条
の
九
第
二
項
」
の
下
に

「
（第
七
十
条
の
二
の
四
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

一
一
二

百
分
の
二
十

百
分
の
三
十

百
分
の
四
十

百
分
の
四
十
五

百
分
の
五
十

百
分
の
五
十
五



第
七
十
条
の
二
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（直
系
尊
属
か
ら
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
税
率
の
特
例
）

第
七
十
条
の
二
の
三
　
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
以
後
に
直
系
尊
属
か
ら
の
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者

（そ
の
年

一

月

一
日
に
お
い
て
二
十
歳
以
上
の
者
に
限
る
。
）
の
そ
の
年
中
の
当
該
財
産
に
係
る
贈
与
税
の
額
は
、
相
続
税
法
第
二
十

一
条
の
七
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
控
除
後
の
課
税
価
格
を
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
金
額
に
区
分

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
合
計
し
た
金
額
と
す
る
。

三
百
万
円
以
下
の
金
額

二
百
万
円
を
超
え
四
百
万
円
以
下
の
金
額

四
百
万
円
を
超
え
六
百
万
円
以
下
の
金
額

六
百
万
円
を
超
え
千
万
円
以
下
の
金
額

千
万
円
を
超
え
千
五
百
万
円
以
下
の
金
額

千
五
百
万
円
を
超
え
三
千
万
円
以
下
の
金
額

三
千
万
円
を
超
え
四
千
五
百
万
円
以
下
の
金
額

百
分
の
十

百
分
の
十
五

百
分
の
二
十

百
分
の
三
十

百
分
の
四
十

百
分
の
四
十
五

百
分
の
五
十一

一三



一
四
千
五
百
万
円
を
超
え
る
金
額

二

四

一
百
分
の
五
十
五

２
　
そ
の
年

一
月

一
日
に
お
い
て
二
十
歳
以
上
の
者
が
、
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
年
の
中
途

に
お
い
て
当
該
贈
与
を
し
た
者
の
直
系
卑
属
と
な
つ
た
と
き
は
、
直
系
卑
属
と
な
つ
た
時
前
に
当
該
贈
与
を
し
た
者
か
ら

の
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
は
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
贈
与
に
よ
り
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
財
産

（第

一
号
に
お
い
て

「特
例
贈
与
財
産
」
と
い
う
。
）
を
取
得
し

た
者
が
そ
の
年
中
に
贈
与
に
よ
り
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
財
産

（第
二
号
に
お
い
て

「
一
般
贈
与
財
産
」
と
い

う
。
）
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
贈
与
税
の
額
は
、
同
項
及
び
相
続
税
法
第
二
十

一
条
の
七
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

次
に
掲
げ
る
金
額
を
合
計
し
た
金
額
と
す
る
。

一　

前
条
及
び
相
続
税
法
第
二
十

一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
控
除
後
の
課
税
価
格
に
つ
い
て
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算

し
た
金
額
に
特
例
贈
与
財
産
の
価
額
が
そ
の
年
中
に
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
価
額
の
合
計
額

（贈
与
税
の
課
税

価
格
の
計
算
の
基
礎
に
算
入
さ
れ
る
も
の
に
限
り
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
控
除
後
の
も
の
と
す
る
。
次
号
に
お
い
て

「合
計
贈
与
価
額
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

一
一　
前
条
及
び
相
続
税
法
第
二
十

一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
控
除
後
の
課
税
価
格
に
つ
い
て
同
法
第
二
十

一
条
の
七
の
規



定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に

一
般
贈
与
財
産
の
価
額

（同
法
第
二
十

一
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
控
除
後
の
も
の
と
す

る
。
）
が
合
計
贈
与
価
額
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額

４
　
第

一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
は
、
相
続
税
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

（当
該
申
告
書
に

係
る
期
限
後
申
告
書
及
び
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
係
る
修
正
申
告
書
を
含
む
。
）
又
は
国
税
通
則
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に

規
定
す
る
更
正
請
求
書
に
第

一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
を
記
載
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
計
算
の
明

細
書
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
相
続
税
法
第
二
十
八

条
第

一
項
及
び
第
二
項
第

一
号
中

「第
二
十

一
条
の
八
」
と
あ
る
の
は
、

「第
二
十

一
条
の
八
並
び
に
租
税
特
別
措
置
法

第
七
十
条
の
二
の
三

（直
系
尊
属
か
ら
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の
税
率
の
特
例
）
」
と
す
る
。

５
　
相
続
税
法
第
二
十

一
条
の
九
第
五
項
に
規
定
す
る
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
が
同
項
に
規
定
す
る
特
定
贈
与
者
か
ら
の

贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十

一
条
の
十

一
中

「第
二
十

一
条
の
七
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、

「第
二
十

一
条
の
七
ま
で
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
二
の
三

（直
系
尊
属
か
ら
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税

の
税
率
の
特
例
）
」
と
す
る
。

第
二
項
及
び
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第

一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で

二
五



一
一エハ

定
め
る
。

（相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
の
特
例
）

第
七
十
条
の
二
の
四
　
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
以
後
に
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
が
そ
の
贈
与
を
し
た
者
の
孫

（そ
の
年

一
月

一
日
に
お
い
て
二
十
歳
以
上
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
贈
与
を
し
た
者
が
そ
の
年

一

月

一
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
相
続
税

法
第
二
十

一
条
の
九
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２
　
そ
の
年

一
月

一
日
に
お
い
て
二
十
歳
以
上
の
者
が
同
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
の
者
か
ら
の
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
が
そ
の
年
の
中
途
に
お
い
て
当
該
贈
与
を
し
た
者
の
孫
と

な
つ
た
と
き
は
、
孫
と
な
つ
た
時
前
に
当
該
贈
与
を
し
た
者
か
ら
の
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
前
項
の

規
定
の
適
用
は
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
相
続
税
法
第
二
十

一
条
の
九
第
二
項
の
届
出
書
を
提
出
し
た
者
が
、
そ
の
届
出
書
に
係
る

第

一
項
の
贈
与
を
し
た
者
の
孫
で
な
く
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
贈
与
を
し
た
者
か
ら
の
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た

財
産
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。



４
　
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
相
続
税
法
第
二
十

一
条
の
九
第
二
項
の
届
出
書
を
提
出
し
た
者
に
つ
い
て
は
同
条
第
二
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
財
産
を
取
得
し
た
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
と
、
第

一
項
の
贈
与
を

し
た
者
に
つ
い
て
は
同
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
財
産
の
贈
与
を
し
た
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
贈
与
者

と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
、
同
法
そ
の
他
相
続
税
又
は
贈
与
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５
　
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
七
十
条
の
七
第
二
項
第
五
号
中

「第
七
十
条
の
二
の
二
」
の
下
に

「及
び
第
七
十
条
の
二
の
三
」
を
加
え
、
同
条
第
三

項
第
二
号
中

「第
二
十

一
条
の
九
第
二
項

（」
の
下
に

「第
七
十
条
の
二
の
四
第

一
項
又
は
」
を
加
え
る
。

（税
制
に
関
す
る
抜
本
的
な
改
革
及
び
関
連
す
る
諸
施
策
に
関
す
る
措
置
）

第
七
条
　
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
る
措
置
の
ほ
か
、
政
府
は
、
所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
百
四
条
第

一
項
及
び
第
三
項
に
基
づ
く
平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日
に
閣
議

に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
社
会
保
障

・
税

一
体
改
革
大
綱
に
記
載
さ
れ
た
消
費
課
税
、
個
人
所
得
課
税
、
法
人
課
税
、
資
産
課

税
そ
の
他
の
国
と
地
方
を
通
じ
た
税
制
に
関
す
る
抜
本
的
な
改
革
及
び
関
連
す
る
諸
施
策
に
つ
い
て
、
次
に
定
め
る
基
本
的

方
向
性
に
よ
り
そ
れ
ら
の
具
体
化
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
に
基
づ
き
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を
講

二
七



二
八

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
費
課
税
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
率

（地
方
消
費
税
率
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
引
上
げ
を
踏
ま

え
て
、
次
に
定
め
る
と
お
り
検
討
す
る
こ
と
。

イ
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
四
年
法
律
第

号
。
第
六
号
に
お
い
て

「番
号
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
制
度

（次
号
卜
０
及
び
第
六
号
に
お
い
て

「番
号
制
度
」
と
い
う
。
）
の
本
格
的
な
稼
動
及

び
定
着
を
前
提
に
、
関
連
す
る
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
及
び
所
得
控
除
の
抜
本
的
な
整
理
と
併
せ
て
、
総
合
合
算
制

度

（医
療
、
介
護
、
保
育
等
に
関
す
る
自
己
負
担
の
合
計
額
に

一
定
の
上
限
を
設
け
る
仕
組
み
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
を
い
う
。
）
、
給
付
付
き
税
額
控
除

（給
付
と
税
額
控
除
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
う
仕
組
み
そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
を
い
う
。
次
号
口
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
の
低
所
得
者
に
配
慮
し
た
再
分
配
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を

導
入
す
る
。

ロ
　
イ
の
再
分
配
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
実
現
ま
で
の
間
の
暫
定
的
及
び
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
社
会
保
障
の
機

能
強
化
と
の
関
係
も
踏
ま
え
つ
つ
、
給
付
の
開
始
時
期
、
対
象
範
囲
、
基
準
と
な
る
所
得
の
考
え
方
、
財
源
の
問
題
、



執
行
面
で
の
対
応
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
簡
素
な
給
付
措
置
を
実
施
す
る
。

ハ
　
消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
の
仕
入
れ
に
係
る
概
算
的
な
控
除
率
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
更
な
る
実
態
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
も
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
水
準
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
。

二
　
消
費
税
率
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
消
費
税

（地
方
消
費
税
を
含
む
。
以
下
二
か
ら
へ
ま
で

及
び
り
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
業
者
の
実
態
を
十
分

に
把
握
し
、
次
に
定
め
る
取
組
を
含
め
、
よ
り
徹
底
し
た
対
策
を
講
ず
る
。

０
　
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
に
資
す
る
た
め
、
事
業
者
等
が
消
費
税
の
転
嫁
及
び
価
格
表
示
等
に
関
し
て
行

う
行
為
に
つ
い
て
の
指
針
を
策
定
し
、
そ
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
相
談
等
を
行
う
こ
と
。

中
小
事
業
者
向
け
に
相
談
の
場
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
講
習
会
の
開
催
等
を
行
う
こ
と
。

取
引
上
の
優
越
的
な
地
位
を
利
用
し
て
下
請
事
業
者
等
か
ら
の
消
費
税
の
転
嫁
の
要
請
を

一
方
的
に
拒
否
す
る
こ

と
等
の
不
公
正
な
取
引
の
取
締
り
及
び
監
視
の
強
化
を
行
う
こ
と
。

０
　
量既
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
対
価
を
不
当
に
引
き
上
げ
る
行
為
を
抑
止
す
る
た
め
の
私
的
独
占
の
禁

止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
厳
正
な
運
用
及
び
便
乗
値
上
げ

二
九

(3)(2)



三
〇

防
止
の
た
め
の
調
査
、
監
督
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
。

Ｑ
　
適
正
な
転
嫁
等

へ
の
取
組
を
効
果
的
に
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
関
係
行
政
機
関
の
相
互
の
緊
密
な
連
携
を
確
保

し
、
総
合
的
に
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
本
部
を
内
閣
に
設
置
す
る
こ
と
。

ホ
　
取
引
に
際
し
て
の
価
格
表
示
と
消
費
税
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
外
税

（消
費
税
を
含
め
た
価
格
を
表
示
し
な
い
価

格
表
示
の
方
法
を
い
う
。
）
、
内
税

（消
費
税
を
含
め
た
価
格
を
表
示
す
る
価
格
表
示
の
方
法
を
い
う
。
）
等
に
係
る

様
々
な
議
論
を
勘
案
し
つ
つ
、
事
業
者
間
取
引
、
相
対
取
引
等
に
お
け
る
そ
の
表
示
の
在
り
方
を
含
め
、
引
き
続
き
、

実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
。

へ
　
医
療
機
関
等
に
お
け
る
高
額
の
投
資
に
係
る
消
費
税
の
負
担
に
関
し
、
新
た
に

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
対

し
区
分
し
て
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
検
討
し
、
医
療
機
関
等
の
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
等
の

医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
手
当
を
す
る
こ
と
と
し
、
医
療
機
関
等
の
消
費
税
の
負
担
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
定
期
的
に
検
証
を
行
う
場
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
医
療
に
係
る
消
費
税
の
課
税
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

卜
　
住
宅
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
取
引
価
額
が
高
額
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
の
前
後
に
お
け
る
駆
け



込
み
需
要
及
び
そ
の
反
動
等
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
踏
ま
え
、　
一
時
の
税
負
担
の
増
加
に
よ
る
影
響
を
平
準
化

し
、
及
び
緩
和
す
る
観
点
か
ら
、
住
宅
の
取
得
に
係
る
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
財
源
も
含
め
総
合
的
に
検
討
す
る
。

チ
　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
の
役
割
を
拡
大
す
る
た
め
、
当
面
、
現
行
の
制
度

の
下
で
も
可
能
な
納
税
に
関
す
る
相
談
を
伴
う
収
受
等
の
取
組
を
進
め
た
上
で
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
体
制
の
整

備
状
況
等
を
見
極
め
つ
つ
、
消
費
税
を
含
む
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
時
期
を
目
途
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
申
告
を
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
制
度
の
導
入
等
に
つ
い
て
、
実
務
上
の
問
題
点
を
十

分
に
整
理
し
て
、
検
討
す
る
。

り
　
酒
税
、
た
ば
こ
税
及
び
石
油
関
係
諸
税
に
つ
い
て
は
、
個
別
間
接
税
を
含
む
価
格
に
消
費
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
が
国

際
的
に
共
通
す
る
原
則
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
及
び
地
方
の
財
政
状
況
、
課
税
対
象
と
な
る
品
目
を
め
ぐ
る
環
境

の
変
化
、
国
民
生
活
へ
の
影
響
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

ヌ
　
酒
税
に
つ
い
て
は
、
類
似
す
る
酒
類
間
の
税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
も
踏
ま
え
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
併
せ
て
見

直
し
を
行
う
方
向
で
検
討
す
る
。

ル
　
森
林
吸
収
源
対
策

（森
林
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
作
用
の
保
全
等
の
た
め
の
対
策
を
い
う
。
）
及
び
地
方

〓
三
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の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
財
源
確
保
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ヲ
　
燃
料
課
税
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
観
点
か
ら
当
分
の
間
税
率

（租
税
特
別
措
置
法
及
び
地
方
税
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
の
規
定
に
基
づ
く
特
例
に
よ
る
税
率
を
い
う
。
）
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
及
び
平
成
二
十
四
年
度
以
降
に
お
い
て
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
上
乗
せ
を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、

引
き
続
き
検
討
す
る
。

ワ
　
自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車
重
量
税
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
地
方
を
通
じ
た
関
連
税
制
の
在
り
方
の
見
直
し
を
行

い
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
し
た
上
で
、
地
方
財
政
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
簡
素
化
、
負
担
の
軽
減
及
び
グ
リ
ー
ン
化

（環
境

へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
た
め
の
施
策
を
い
う
。
）
の
観
点
か
ら
、
見
直
し
を
行
う
。

力
　
印
紙
税
に
つ
い
て
は
、
建
設
工
事
の
請
負
に
関
す
る
契
約
書
、
不
動
産
の
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
及
び
金
銭
又
は
有

価
証
券
の
受
取
書
に
つ
い
て
負
担
の
軽
減
を
検
討
す
る
。

一
一　
個
人
所
得
課
税
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
検
討
す
る
こ
と
。

金
融
所
得
課
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

一
月
か
ら
所
得
税
並
び
に
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税

（卜
に
お
い
て

「個
人
住
民
税
」
と
い
う
。
）
を
あ
わ
せ
て
百
分
の
二
十
の
税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ



の
前
提
の
下
、
平
成
二
十
四
年
度
中
に
公
社
債
等
に
対
す
る
課
税
方
式
の
変
更
及
び
損
益
通
算
の
範
囲
の
拡
大
を
検
討

す
る
。

口
　
扶
養
控
除
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
真
に
税
負
担
の
減
殺
に
配
慮
が
必
要
な
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と

の
観
点
及
び
課
税
ベ
ー
ス

（課
税
標
準
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
の
範
囲
を
い
う
。
）
の
拡
大
等
の
観
点
を
踏
ま
え
る
ほ

か
、
今
後
更
に
具
体
化
さ
れ
る
社
会
保
障
制
度
の
改
革
の
内
容
及
び
給
付
付
き
税
額
控
除
の
導
入
を
め
ぐ
る
議
論
も
踏

ま
え
つ
つ
、
検
討
す
る
。

ハ
　
年
齢
二
十
三
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を
対
象
と
す
る
扶
養
控
除
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
社
会
保
障
制
度

の
内
容
も
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
す
る
。

二
　
配
偶
者
控
除
に
つ
い
て
は
、
当
該
控
除
を
め
ぐ
る
様
々
な
議
論
、
課
税
単
位
の
議
論
及
び
社
会
経
済
状
況
の
変
化
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

ホ
　
給
与
所
得
控
除
に
つ
い
て
は
、
給
与
所
得
者
の
必
要
経
費
に
比
し
て
過
大
と
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
等
の
観
点
か

ら
、
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

へ
　
年
金
課
税
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
年
金
の
給
付
水
準
や
負
担
の
在
り
方
な
ど
今
後
の
年
金
制
度
改
革
の
方
向
性
も

一一一一一一
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四

踏
ま
え
つ
つ
、
見
直
し
を
行
う
。

卜
　
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
の
費
用
を
住
民
が
そ
の
能
力
に
応
じ
て
広
く
負
担
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
個

人
住
民
税
の
基
本
的
性
格

（②
に
お
い
て

「地
域
社
会
の
会
費
的
性
格
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
次
に
定
め
る
基
本

的
方
向
性
に
よ
り
検
討
す
る
。

０
　
税
率
構
造
に
つ
い
て
は
、
応
益
性
の
明
確
化
、
税
源
の
偏
在
性
の
縮
小
及
び
税
収
の
安
定
性
の
向
上
の
観
点
か

ら
、
平
成
十
九
年
度
に
所
得
割
の
税
率
を
比
例
税
率

（
一
の
率
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
税
率
を
い
う
。
以
下
０
に
お

い
て
同
じ
。
）
と
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
比
例
税
率
を
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

②
　
諸
控
除
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
の
会
費
的
性
格
を
よ
り
明
確
化
す
る
観
点
か
ら
、
個
人
住
民
税
に
お

け
る
所
得
控
除
の
種
類
及
び
金
額
が
所
得
税
に
お
け
る
所
得
控
除
の
種
類
及
び
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
並
び
に

個
人
住
民
税
に
お
け
る
政
策
的
な
税
額
控
除
が
所
得
税
と
比
較
し
て
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
所
得
税
に
お
け
る
諸
控
除
の
見
直
し
及
び
低
所
得
者

へ
の
影
響
に
留
意
す
る
。

０
　
個
人
住
民
税
の
所
得
割
に
お
け
る
所
得
の
発
生
時
期
と
課
税
年
度
の
関
係
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
番
号
制
度
の

導
入
の
際
に
、
納
税
義
務
者
、
特
別
徴
収
義
務
者
及
び
地
方
公
共
団
体
の
事
務
負
担
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
す
る
。



〓
一　
法
人
課
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
以
降
に
お
い
て
、
雇
用
及
び
国
内
投
資
の
拡
大
の
観
点
か
ら
、
実
効
税
率

の
引
下
げ
の
効
果
及
び
主
要
国
と
の
競
争
上
の
諸
条
件
等
を
検
証
し
つ
つ
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

四
　
資
産
課
税
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
検
討
す
る
こ
と
。

イ
　
事
業
承
継
税
制

（租
税
特
別
措
置
法
第
七
十
条
の
七
か
ら
第
七
十
条
の
七
の
四
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
相
続
税
及
び

贈
与
税
の
特
例
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十
年

法
律
第
二
十
三
号
）
に
基
づ
く
認
定
の
運
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
や
課
税
の

一
層

の
適
正
化
を
図
る
措
置
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
第
五
条
の
規
定
の
施
行
に
併
せ
て
見
直
し
を
行
う
。

口
　
相
続
税
に
つ
い
て
、
老
後
に
お
け
る
扶
養
の
社
会
化
が
高
齢
者
の
資
産
の
維
持
に
寄
与
し
て
い
る
面
も
あ
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
課
税
方
式
を
始
め
と
し
た
様
々
な
角
度
か
ら
引
き
続
き
そ
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

五
　
地
方
税
制
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
検
討
す
る
こ
と
。

イ
　
地
方
法
人
特
別
税
及
び
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
に
つ
い
て
、
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
に
お
い
て
偏
在
性
の
小
さ
い
地

方
税
体
系
の
構
築
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
の
措
置
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
に
併
せ
て
抜
本
的

に
見
直
し
を
行
う
。

三
五
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ロ
　
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
に
よ
る
地
方
消
費
税
の
充
実
と
併
せ
て
、
地
方
法
人
課
税
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り

税
源
の
偏
在
性
を
是
正
す
る
方
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
に
は
、
国
と
地
方
の
税
制
全
体
を
通
じ
て
幅
広
く
検

討
す
る
。

エハ
　
番
号
制
度
に
つ
い
て
は
、
税
務
に
お
け
る

一
層
の
適
正
か
つ
円
滑
な
利
用
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
番
号
法
及
び
行
政

手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律

（平
成
二
十
四
年
法
律
第
　
　
　
号
）
の
公
布
後
、
納
税
者
の
利
便
の
向
上
、
番
号
法
第
二
条
第
五
項
に
規

定
す
る
個
人
番
号
及
び
同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
の
告
知
、
本
人
確
認
の
実
効
性
の
確
保
並
び
に
調
書
の
拡

充
に
よ
る
必
要
な
情
報
の
収
集
等
に
関
す
る
各
種
の
施
策
に
つ
い
て
、
納
税
者
及
び
事
業
者
の
事
務
負
担
等
に
も
配
慮
し

つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

七
　
国
際
的
な
取
引
に
関
す
る
課
税
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
租
税
回
避
の
防
止
、
投
資
交
流
の
促
進
等
の
観
点
か
ら
必
要

に
応
じ
て
見
直
す
と
と
も
に
、
国
際
連
帯
税
に
つ
い
て
国
際
的
な
取
組
の
進
展
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
。

八
　
歳
入
庁
の
創
設
に
よ
る
税
と
社
会
保
険
料
を
徴
収
す
る
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
本
格
的
な
作
業
を
進
め
る
こ
と
。

附

貝J



（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　
第

一
条
及
び
第
七
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
八
条
の
規
定
　
公
布
の
日

一
一　
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
及
び
附
則
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
の
規
定
　
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日

〓
一　
第
三
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
　
平
成
二
十
七
年
十
月

一
日

（消
費
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
の
原
則
）

第
二
条
　
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
消
費
税
法

（以
下
附
則
第
十
四

条
ま
で
に
お
い
て

「新
消
費
税
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

（以
下
附
則
第
十
五
条
ま
で
に
お
い

て

「施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
国
内
に
お
い
て
事
業
者

（消
費
税
法
第
二
条
第

一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
者
を
い

う
。
以
下
附
則
第
十
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
資
産
の
譲
渡
等

（同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
資
産
の
譲
渡
等
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
施
行
日
以
後
に
国
内
に
お
い
て
事
業
者
が
行
う
課
税
仕

入
れ

（同
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
課
税
仕
入
れ
を
い
う
。
以
下
附
則
第
十
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
施
行
日

三
七



三
八

以
後
に
保
税
地
域

（同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
保
税
地
域
を
い
う
。
以
下
附
則
第
十
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
引

き
取
ら
れ
る
課
税
貨
物

（同
項
第
十

一
号
に
規
定
す
る
課
税
貨
物
を
い
う
。
以
下
附
則
第
十
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
国
内
に
お
い
て
事
業
者
が
行
っ
た
資
産
の
譲
渡
等
及
び
施
行
日
前
に
国
内

に
お
い
て
事
業
者
が
行
っ
た
課
税
仕
入
れ
並
び
に
施
行
日
前
に
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
っ
た
課
税
貨
物
に
係
る
消
費
税
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（小
規
模
事
業
者
に
係
る
納
税
義
務
の
免
除
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
事
業
者
が
、
施
行
日
前
に
国
内
に
お
い
て
行
っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等

（消
費
税
法
第
二
条
第

一
項
第
九
号
に
規
定

す
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
い
う
。
以
下
附
則
第
十
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
き
、
同
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る

基
準
期
間
若
し
く
は
同
法
第
九
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
期
間
又
は
同
法
第
十
九
条
に
規
定
す
る
課
税
期
間
中
に
新

消
費
税
法
第
二
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
売
上
げ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
売
上
げ
に
係
る
対
価

の
返
還
等
に
係
る
消
費
税
法
第
九
条
第

一
項
、
第
十

一
条
第
四
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
期
間
に
お

け
る
課
税
売
上
高
、
同
法
第
九
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
又
は
同
法
第
三
十
条
第
二
項

に
規
定
す
る
課
税
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



（特
定
新
規
設
立
法
人
の
納
税
義
務
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
新
消
費
税
法
第
十
二
条
の
三
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
設
立
さ
れ
る
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
新
規
設
立
法
人

で
、
同
項
に
規
定
す
る
特
定
新
規
設
立
法
人
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（旅
客
運
賃
等
の
税
率
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
事
業
者
が
、
旅
客
運
賃
、
映
画
又
は
演
劇
を
催
す
場
所

へ
の
入
場
料
金
そ
の
他
の
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
に
対
す
る

課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
対
価
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
施
行
日
前
に
領
収
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
対
価
の
領

収
に
係
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
施
行
日
以
後
に
行
う
と
き
は
、
当
該
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
消
費
税
法

（以
下
附
則
第
十
四
条
ま
で
に
お
い
て

「旧
消
費
税
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十

九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。

２
　
事
業
者
が
継
続
的
に
供
給
し
、
又
は
提
供
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
に
基
づ
き
行
う
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
水
及
び
電
気
通

信
役
務

（電
気
通
信
事
業
法

（昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
役
務
を
い

う
。
）
で
施
行
日
前
か
ら
継
続
し
て
供
給
し
、
又
は
提
供
し
て
い
る
も
の
の
供
給
又
は
提
供
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
課
税

資
産
の
譲
渡
等
で
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利
が
確
定
す
る
も
の

二
九



四
〇

（施
行
日
以
後
初
め
て
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利
が
確
定
す
る
日
が
同
月
三
十
日
後
で
あ
る
も
の

（以
下
こ
の
項
に
お
い

て

「特
定
継
続
供
給
等
に
係
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
確
定
し
た
も
の
の
う
ち
、
政
令
で

定
め
る
部
分
）
の
当
該
確
定
し
た
料
金

（特
定
継
続
供
給
等
に
係
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
確
定
し
た
料

金
の
う
ち
当
該
政
令
で
定
め
る
部
分
に
対
応
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て

は
、
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。

３
　
事
業
者
が
、
平
成
八
年
十
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月

一
日

（以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
附
則
第
七
条
第

一
項
に
お
い
て

「指
定
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
工
事

（製
造
を
含
む
。
）
の
請
負
に
係
る
契
約

（こ
れ
に
類
す
る
政
令
で
定
め
る
契
約
を
含
む
。
）
に
基
づ
き
、
施
行
日
以
後
に
当
該
契
約
に
係
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を

行
う
場
合
に
は
、
当
該
課
税
資
産
の
譲
渡
等

（指
定
日
以
後
に
当
該
契
約
に
係
る
対
価
の
額
が
増
額
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当

該
増
額
さ
れ
る
前
の
対
価
の
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に

規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。

４
　
事
業
者
が
、
平
成
八
年
十
月

一
日
か
ら
指
定
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
資
産
の
貸
付
け
に
係
る
契
約
に
基
づ
き
、

施
行
日
前
か
ら
施
行
日
以
後
引
き
続
き
当
該
契
約
に
係
る
資
産
の
貸
付
け
を
行

っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
契
約
の
内



容
が
、
第

一
号
及
び
第
二
号
又
は
第

一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
施
行
日
以
後
に
行
う
当
該
資

産
の
貸
付
け
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。
た
だ
し
、
指
定
日
以
後

に
当
該
資
産
の
貸
付
け
の
対
価
の
額
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
後
に
お
け
る
当
該
資
産
の
貸
付
け
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一　

当
該
契
約
に
係
る
資
産
の
貸
付
け
の
期
間
及
び
当
該
期
間
中
の
対
価
の
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

一
一　
事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
当
該
対
価
の
額
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ

レ
」
。

三
一　
契
約
期
間
中
に
当
事
者
の

一
方
又
は
双
方
が
い
つ
で
も
解
約
の
申
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ
と

そ
の
他
対
価
に
関
す
る
契
約
の
内
容
が
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

５
　
事
業
者
が
、
平
成
八
年
十
月

一
日
か
ら
指
定
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
役
務
の
提
供
に
係
る
契
約
で
当
該
契
約
の

性
質
上
当
該
役
務
の
提
供
の
時
期
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
役
務
の
提
供
に
先
立

っ

て
対
価
の
全
部
又
は

一
部
が
分
割
し
て
支
払
わ
れ
る
契
約
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
基
づ
き
、
施
行
日
以
後
に
当
該
契

約
に
係
る
役
務
の
提
供
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
契
約
の
内
容
が
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
役
務

四

一



四
二

の
提
供
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。
た
だ
し
、
指
定
日
以
後
に
お

い
て
当
該
役
務
の
提
供
の
対
価
の
額
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一　

当
該
契
約
に
係
る
役
務
の
提
供
の
対
価
の
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

一
一　
事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
当
該
対
価
の
額
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ

レ
⊂
。

６
　
第

一
項
か
ら
第
二
項
ま
で
、
第
四
項
本
文
又
は
前
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
新
消
費

税
法
第
三
十
八
条
第

一
項
及
び
第
二
十
九
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
消
費
税
法
第
二
十
八
条
第

一
項
中

「百
分
の
八
」
と
あ
る
の
は

「百
分
の
五
」
と
、

「百
八
分
の
六

ｏ
三
」
と
あ
る
の
は

「百
五
分
の
四
」
と
、
新
消
費
税
法

第
二
十
九
条
第

一
項
中

「百
八
分
の
六

・
三
」
と
あ
る
の
は

「百
五
分
の
四
」
と
す
る
。

７
　
事
業
者
が
、
第

一
項
か
ら
第
二
項
ま
で
、
第
四
項
本
文
又
は
第
五
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
事
業
者
か
ら
こ
れ
ら

の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
資
産
を
譲
り
受
け
、
若
し
く
は
借
り
受
け
、
又
は
当
該
課
税
資
産
の

譲
渡
等
に
係
る
役
務
の
提
供
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
新
消
費
税
法
第
三
十
条
第

一
項
、
第
三
十
二
条
第

一
項
及
び
第
三
十

六
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「百
八
分
の
六

・
三
」
と
あ
る
の
は
、

「百
五
分
の
四
」
と



す
る
。

８
　
事
業
者
が
、
第
三
項
又
は
第
四
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
相
手

方
に
対
し
当
該
課
税
資
産
の
譲
渡
等
が
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
書
面
に
よ
り
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

（長
期
割
賦
販
売
等
に
係
る
資
産
の
譲
渡
等
の
時
期
の
特
例
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
税
率
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
事
業
者
が
、
施
行
日
前
に
行
っ
た
消
費
税
法
第
十
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
長
期
割
賦
販
売
等
に
つ
き
同
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
長
期
割
賦
販
売
等
に
係
る
賦
払
金
の
額
で
施
行
日
以
後
に
そ
の
支
払
の
期
日
が
到

来
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
賦
払
金
に
係
る
部
分
の
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
旧
消
費
税

法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。

２
　
前
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（工
事
の
請
負
に
係
る
資
産
の
譲
渡
等
の
時
期
の
特
例
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
税
率
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条
　
事
業
者
が
、
指
定
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
消
費
税
法
第
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
長
期
大

規
模
工
事

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「長
期
大
規
模
工
事
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
工
事

（以
下
こ
の

四
三



四
四

項
に
お
い
て

「工
事
」
と
い
う
。
）
の
請
負
に
係
る
契
約
に
基
づ
き
、
施
行
日
以
後
に
当
該
契
約
に
係
る
目
的
物
の
引
渡
し

を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
長
期
大
規
模
工
事
又
は
工
事
に
係
る
対
価
の
額
に
つ
き
、
施
行
日
の
属
す
る
年
又
は
事
業
年

度
以
前
の
年
又
は
事
業
年
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
、
当
該
長
期
大
規
模
工
事
又
は
工
事
の
目

的
物
の
う
ち
当
該
長
期
大
規
模
工
事
又
は
工
事
の
着
手
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
対
応
す
る
部
分
の
対
価
の

額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
係
る
部
分
の
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て

は
、
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。

２
　
附
則
第
五
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
附
則
第
五
条
第
七
項
の
規
定
は
、
事
業
者
が
、
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
事
業
者
か
ら
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
た
目
的
物
の
引
渡
し
を
受
け
た
場
合

（当
該
引
渡
し
を
受
け
た
目
的
物
に
係
る
対
価
の
額
の
う
ち
同
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
た
金
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
事
業
者
が
、
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
目
的
物
の
引
渡
し
を
行

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
相
手
方
に
対
し
当
該
目
的

物
の
引
渡
し
が
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
旨
及
び
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
部
分
に
係
る
対
価
の
額

を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。



（小
規
模
事
業
者
に
係
る
資
産
の
譲
渡
等
の
時
期
等
の
特
例
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
税
率
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条
　
消
費
税
法
第
十
八
条
第

一
項
の
個
人
事
業
者
が
、
施
行
日
前
に
行

っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
つ
き
、
当
該
課
税
資

産
の
譲
渡
等
に
係
る
対
価
の
額
を
収
入
し
た
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税

に
つ
い
て
は
、
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。

２
　
附
則
第
五
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
消
費
税
法
第
十
八
条
第

一
項
の
個
人
事
業
者
が
、
施
行
日
前
に
行
っ
た
課
税
仕
入
れ
に
つ
き
、
当
該
課
税
仕
入
れ
に
係
る

費
用
の
額
を
支
出
し
た
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
仕
入
れ
に
係
る
新
消
費
税
法
第
三
十
条
か
ら
第
三
十

六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
の
控
除
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（仕
入
れ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
を
受
け
た
場
合
の
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
の
控
除
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条
　
事
業
者
が
、
施
行
日
前
に
国
内
に
お
い
て
行
っ
た
課
税
仕
入
れ
に
つ
き
、
施
行
日
以
後
に
新
消
費
税
法
第
二
十
二
条

第

一
項
に
規
定
す
る
仕
入
れ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
仕
入
れ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
に
係
る
同

条
の
規
定
に
よ
る
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
の
控
除
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（納
税
義
務
の
免
除
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
等
の
棚
卸
資
産
に
係
る
消
費
税
額
の
調
整
に
関
す
る
経
過
措
置
）

四
五



四
六

第
十
条
　
新
消
費
税
法
第
三
十
六
条
第

一
項
の
事
業
者
が
、
施
行
日
前
に
国
内
に
お
い
て
譲
り
受
け
た
課
税
仕
入
れ
に
係
る
棚

卸
資
産
又
は
施
行
日
前
に
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
っ
た
課
税
貨
物
で
棚
卸
資
産
に
該
当
す
る
も
の
を
施
行
日
以
後
有
し
て
い

る
場
合
に
は
、
当
該
課
税
仕
入
れ
に
係
る
棚
卸
資
産
又
は
当
該
課
税
貨
物
で
棚
卸
資
産
に
該
当
す
る
も
の
に
係
る
同
項
の
規

定
に
よ
る
消
費
税
額
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
消
費
税
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
個
人
事
業
者
又
は
法
人
が
、
同
項
の
被
相
続
人
又
は
被
合
併
法
人
若

し
く
は
分
割
法
人
の
事
業
を
承
継
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中

「第
三
十
六
条
第

一
項

の
事
業
者
」
と
あ
る
の
は

「第
三
十
六
条
第
三
項
の
個
人
事
業
者
又
は
法
人
」
と
、

「国
内
」
と
あ
る
の
は

「同
項
の
被
相

続
人
又
は
被
合
併
法
人
若
し
く
は
分
割
法
人
が
国
内
」
と
、

「保
税
地
域
」
と
あ
る
の
は

「同
項
の
被
相
続
人
又
は
被
合
併

法
人
若
し
く
は
分
割
法
人
が
保
税
地
域
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第

一
項
の
規
定
は
、
消
費
税
法
第
三
十
六
条
第
五
項
の
事
業
者
が
、
同
法
第
九
条
第

一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
を

納
め
る
義
務
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（売
上
げ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
を
し
た
場
合
の
消
費
税
額
の
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十

一
条
　
新
消
費
税
法
第
三
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
事
業
者
が
、
施
行
日
前
に
国
内
に
お
い
て
行
っ
た
課
税
資
産
の
譲



渡
等
に
つ
き
、
施
行
日
以
後
に
同
項
に
規
定
す
る
売
上
げ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
売
上
げ
に
係
る

対
価
の
返
還
等
に
係
る
同
条
の
規
定
に
よ
る
消
費
税
額
の
控
除
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（貸
倒
れ
に
係
る
消
費
税
額
の
控
除
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条
　
新
消
費
税
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
事
業
者
が
、
施
行
日
前
に
国
内
に
お
い
て
行
っ
た
課
税
資
産
の
譲

渡
等
に
係
る
売
掛
金
そ
の
他
の
債
権
に
つ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
事
実
が
生
じ
た
た
め
、
施
行
日
以
後
に
当
該
課
税
資
産
の

譲
渡
等
の
同
項
の
税
込
価
額
の
全
部
又
は

一
部
の
領
収
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
領
収
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
同
条
の
規
定
に
よ
る
消
費
税
額
の
控
除
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
の
中
間
申
告
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
新
消
費
税
法
第
四
十
二
条
第
八
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
六
月
中
間
申
告
対
象
期
間
に
係
る
課
税
期
間

（消
費
税
法
第
十
九
条
に
規
定
す
る
課
税
期
間
を
い
う
。
次
項
及
び
附
則
第
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
施
行
日

以
後
に
開
始
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２
　
施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
課
税
期
間

（み
な
し
課
税
期
間

（消
費
税
法
第
四
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
中
間
申
告
対
象

四
七



四
八

期
間
が
同
項
の
規
定
に
よ
り

一
の
課
税
期
間
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
中
間
申
告
対
象
期
間
を
い
う
。
附
則
第
十

六
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
末
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
当
該
み
な
し
課
税
期
間
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条
の
規
定
に
よ
り
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す

る
税
率
が
適
用
さ
れ
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
課
税
期
間
に
係
る
消
費
税
法
第
四
十
二
条
第

一
項
、
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
で
同
法
第
四
十
三
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
及

び
同
法
第
四
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
十
三
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
四
十
五
条
第

一
項
第

一
号
中

「課
税
標
準
で
あ
る
金
額
の
合
計
額
」
と
あ
る
の
は

「税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
た
課
税
標
準
で
あ
る

金
額
及
び
そ
の
合
計
額
」
と
、
同
法
第
四
十
三
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
四
十
五
条
第

一
項
第
二
号
中

「課
税
標
準
額
」
と

あ
る
の
は

「税
率
の
異
な
る
ご
と
に
区
分
し
た
課
税
標
準
額
」
と
す
る
。

（国
、
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
四
条
　
消
費
税
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
、
施
行
日
前
に
行

っ
た
課
税
資

産
の
譲
渡
等
に
つ
き
、
当
該
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の
対
価
を
収
納
す
べ
き
会
計
年
度
の
末
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
に
よ
る
。



２
　
附
則
第
五
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
消
費
税
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
、
施
行
日
前
に
行
っ
た
課
税
仕
入
れ
に

つ
き
、
当
該
課
税
仕
入
れ
の
費
用
の
支
払
を
す
べ
き
会
計
年
度
の
末
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
仕
入
れ

に
係
る
新
消
費
税
法
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
並
び
に
第
六
十
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
仕
入
れ
に
係

る
消
費
税
額
の
控
除
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
消
費
税
法
第
六
十
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
同
項
に
規
定
す
る
法
人
が
施
行
日
前
に
行

っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡

等
及
び
課
税
仕
入
れ
に
関
す
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
政
令
で
定
め
る
。

（第
三
条
の
規
定
に
よ
る
消
費
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
の
原
則
）

第
十
五
条
　
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
消
費
税
法

（次
条
に
お
い
て

「二
十
七
年
新
消
費
税
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
附
則
第

一
条
第
三
号
に
定
め
る
日

（以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て

「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
国
内
に
お
い
て
事
業
者
が
行
う
資
産
の
譲
渡
等
、
国
内
に
お
い
て
事
業
者
が
行
う

課
税
仕
入
れ
及
び
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
る
課
税
貨
物
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
か
ら

一
部
施
行
日

の
前
日
ま
で
の
間
に
国
内
に
お
い
て
事
業
者
が
行
っ
た
資
産
の
譲
渡
等
、
国
内
に
お
い
て
事
業
者
が
行
っ
た
課
税
仕
入
れ
及

四
九



五
〇

び
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
っ
た
課
税
貨
物
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（第
三
条
の
規
定
に
よ
る
消
費
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
税
率
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
六
条
　
附
則
第
二
条
、
第
十

一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は

一
部
施
行
日
前
に
国
内
に
お
い
て
行
っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡

等
に
つ
き

一
部
施
行
日
以
後
に
二
十
七
年
新
消
費
税
法
第
三
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
売
上
げ
に
係
る
対
価
の
返
還
等
を

し
た
場
合
又
は
二
十
七
年
新
消
費
税
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
領
収
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
つ

い
て
、
附
則
第
五
条
第

一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
七
条
第

一
項
の
規
定
は

一
部
施
行
日
前
の
契
約
に
基
づ
き

一
部
施
行

日
以
後
に
国
内
に
お
い
て
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
附
則
第
六
条
第

一
項
の
規
定
は

一
部
施
行
日
前
に

行

っ
た
消
費
税
法
第
十
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
長
期
割
賦
販
売
等
に
係
る
賦
払
金
の
支
払
の
期
日
が

一
部
施
行
日
以
後
に

到
来
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
附
則
第
八
条
第

一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
四
条
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は

同
法
第
十
八
条
第

一
項
の
個
人
事
業
者
又
は
同
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体

若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
が

一
部
施
行
日
前
に
行

っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
又
は
課
税
仕
入
れ

の
対
価
の
計
上
の
時
期
が

一
部
施
行
日
以
後
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
、
附
則
第
九
条
の
規
定
は

一
部
施
行
日
前
に
国
内
に
お

い
て
行

っ
た
課
税
仕
入
れ
に
つ
き

一
部
施
行
日
以
後
に
二
十
七
年
新
消
費
税
法
第
三
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
仕
入
れ
に



係
る
対
価
の
返
還
等
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
、
附
則
第
十
条
の
規
定
は

一
部
施
行
日
前
に
行

っ
た
課
税
仕
入
れ
に
係
る
棚

卸
資
産
又
は
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
っ
た
課
税
貨
物
で
棚
卸
資
産
に
該
当
す
る
も
の
を

一
部
施
行
日
以
後
有
し
て
い
る
場
合

に
つ
い
て
、
附
則
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は

一
部
施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
課
税
期
間

（み
な
し
課
税
期
間
に
あ

っ
て

そ
の
末
日
が

一
部
施
行
日
以
後
で
あ
る
当
該
み
な
し
課
税
期
間
）
に
お
い
て
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
消
費
税

法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
が
適
用
さ
れ
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
申
告

書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
二
条
中

「施
行
日
前
」
と
あ
る
の
は

「施
行
日
か
ら

附
則
第

一
条
第
三
号
に
定
め
る
日

（以
下
附
則
第
十
四
条
ま
で
に
お
い
て

「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の

間
」
と
、

「新
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
消
費
税
法

（以
下
附
則
第
十
四
条
ま
で
に
お

い
て

「二
十
七
年
新
消
費
税
法
」
と
い
う
。
）
」
と
、
附
則
第
五
条
第

一
項
中

「施
行
日
前
」
と
あ
る
の
は

「施
行
日
か
ら

一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
、

「施
行
日
以
後
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
以
後
」
と
、

「第
二
条
」
と
あ
る
の

は

「第
三
条
」
と
、

「旧
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
旧
消
費
税
法
」
と
、
同
条
第
二
項
中

「施
行
日
」
と
あ
る

の
は

「
一
部
施
行
日
」
と
、

「平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日
」
と
あ
る
の
は

「平
成
二
十
七
年
十
月
三
十

一
日
」
と
、

「同

月
三
十
日
」
と
あ
る
の
は

「同
月
二
十

一
日
」
と
、

「旧
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
旧
消
費
税
法
」
と
、
同
条

五

一

は



五

二

第
二
項
中

「平
成
八
年
十
月

一
日
」
と
あ
る
の
は

「平
成
二
十
五
年
十
月

一
日
」
と
、

「平
成
二
十
五
年
十
月

一
日
」
と
あ

る
の
は

「平
成
二
十
七
年
四
月

一
日
」
と
、

「指
定
日
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
指
定
日
」
と
、

「施
行
日
」
と
あ
る
の

は

「
一
部
施
行
日
」
と
、

「旧
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
旧
消
費
税
法
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中

「平
成
八
年
十
月

一
日
か
ら
指
定
日
」
と
あ
る
の
は

「平
成
二
十
五
年
十
月

一
日
か
ら
二
十
七
年
指
定
日
」
と
、

「施
行

日
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
」
と
、

「旧
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
旧
消
費
税
法
」
と
、

「、
指
定
日
」

と
あ
る
の
は

「、
二
十
七
年
指
定
日
」
と
、
附
則
第
六
条
第

一
項
中

「施
行
日
前
」
と
あ
る
の
は

「施
行
日
か
ら

一
部
施
行

日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
、

「施
行
日
以
後
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
以
後
」
と
、

「旧
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
旧
消
費
税
法
」
と
、
附
則
第
七
条
第

一
項
中

「指
定
日
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
指
定
日
」
と
、

「施
行

日
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
」
と
、

「旧
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
旧
消
費
税
法
」
と
、
附
則
第
八
条
第

一
項
中

「施
行
日
前
」
と
あ
る
の
は

「施
行
日
か
ら

一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
、

「施
行
日
以
後
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
以
後
」
と
、

「旧
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
旧
消
費
税
法
」
と
、
同
条
第
三
項
及
び
附
則
第
九

条
中

「施
行
日
前
」
と
あ
る
の
は

「施
行
日
か
ら

一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
、

「施
行
日
以
後
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
以
後
」
と
、

「新
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
新
消
費
税
法
」
と
、
附
則
第
十
条
第

一
項
、
第
十



一
条
及
び
第
十
二
条
中

「新
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
新
消
費
税
法
」
と
、

「施
行
日
前
」
と
あ
る
の
は

「施

行
日
か
ら

一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
、

「施
行
日
以
後
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
以
後
」
と
、
附
則
第
十
三

条
第
二
項
中

「施
行
日
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
」
と
、

「規
定
す
る
税
率
」
と
あ
る
の
は

「規
定
す
る
税
率
又
は
附

則
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
二
十
七
年
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
税
率
」
と
、
附
則
第
十
四
条

第

一
項
中

「施
行
日
前
」
と
あ
る
の
は

「施
行
日
か
ら

一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
、

「施
行
日
以
後
」
と
あ
る
の

は

「
一
部
施
行
日
以
後
」
と
、

「旧
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
旧
消
費
税
法
」
と
、
同
条
第
三
項
中

「施
行
日

前
」
と
あ
る
の
は

「施
行
日
か
ら

一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
、

「施
行
日
以
後
」
と
あ
る
の
は

「
一
部
施
行
日
以

後
」
と
、

「新
消
費
税
法
」
と
あ
る
の
は

「二
十
七
年
新
消
費
税
法
」
と
、
同
条
第
四
項
中

「施
行
日
前
」
と
あ
る
の
は

「施
行
日
か
ら

一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
附
則
第
五
条
第
六
項
の
規
定
は
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
項
本
文
又

は
第
五
項
本
文
の
規
定

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「経
過
措
置
規
定
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「経
過
措
置
譲
渡
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
二
十
七
年
新
消
費
税
法
第
三
十
八
条
第

一
項
及
び
第

三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
附
則
第
五
条
第
七
項
の
規
定
は
事
業
者
が
経
過
措
置
規
定
の
適
用
を
受
け
た

五
三



五
四

事
業
者
か
ら
経
過
措
置
譲
渡
等
に
係
る
資
産
を
譲
り
受
け
、
若
し
く
は
借
り
受
け
、
又
は
当
該
経
過
措
置
譲
渡
等
に
係
る
役

務
の
提
供
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
二
十
七
年
新
消
費
税
法
第
三
十
条
第

一
項
、
第
三
十
二
条
第

一
項
及
び
第
三
十
六
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
、
附
則
第
五
条
第
八
項
の
規
定
は
事
業
者
が
経
過
措
置
譲
渡
等

（前
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
又
は
第
四
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行

っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
五
条
第
六
項
中

「百
分
の
八
」
と
あ
る
の
は

「百
分
の
十
」
と
、

「百
分

の
五
」
と
あ
る
の
は

「百
分
の
八
」
と
、

「百
八
分
の
六

・
三
」
と
あ
る
の
は

「百
十
分
の
七

・
八
」
と
、

「百
五
分
の

四
」
と
あ
る
の
は

「百
八
分
の
六

・
三
」
と
、
同
条
第
七
項
中

「百
八
分
の
六

・
三
」
と
あ
る
の
は

「百
十
分
の
七

・
八
」

と
、

「百
五
分
の
四
」
と
あ
る
の
は

「百
八
分
の
六

ｏ
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
附
則
第
五
条
第
六
項
の
規
定
は
第

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
附
則
第

六
条
第

一
項
、
第
七
条
第

一
項
、
第
八
条
第

一
項
及
び
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
、
前
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
附
則
第
五
条
第
七
項
の
規
定
は
第

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
附
則
第
七
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
事
業
者
か
ら
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
目
的
物
の
引
渡
し
を
受
け
た
場
合

（当
該
引
渡

し
を
受
け
た
目
的
物
に
係
る
対
価
の
額
の
う
ち
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
金
額
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、



附
則
第
七
条
第
四
項
の
規
定
は
第

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
目
的
物
の

引
渡
し
を
行

っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
七
条
　
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
消
費
税
に
係
る
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（消
費
税
率
の
引
上
げ
に
当
た
っ
て
の
措
置
）

第
十
八
条
　
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
実
施
す
る
た
め
、
物
価
が

持
続
的
に
下
落
す
る
状
況
か
ら
の
脱
却
及
び
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の

平
均
に
お
い
て
名
目
の
経
済
成
長
率
で
三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
か
つ
実
質
の
経
済
成
長
率
で
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
を
目
指
し
た

望
ま
し
い
経
済
成
長
の
在
り
方
に
早
期
に
近
づ
け
る
た
め
の
総
合
的
な
施
策
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

２
　
こ
の
法
律
の
公
布
後
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
当
た
っ
て
の
経
済
状
況
の
判
断
を
行
う
と
と
も
に
、
経
済
財
政
状
況
の
激

変
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
、
第
二
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
係
る
改
正
規
定
の
そ
れ
ぞ

五
五



五
六

れ
の
施
行
前
に
、
経
済
状
況
の
好
転
に
つ
い
て
、
名
目
及
び
実
質
の
経
済
成
長
率
、
物
価
動
向
等
、
種
々
の
経
済
指
標
を
確

認
し
、
前
項
の
措
置
を
踏
ま
え
つ
つ
、
経
済
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
、
そ
の
施
行
の
停
止
を
含
め
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
。

（所
得
税
の
税
率
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
九
条
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
所
得
税
法

（以
下
附
則
第
二
十

一
条
ま
で
に
お
い
て

「新
所
得
税
法
」
と
い

う
。
）
第
八
十
九
条
第

一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
六
年
分
以
前
の

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（平
成
二
十
七
年
分
の
純
損
失
の
繰
戻
し
に
よ
る
還
付
に
係
る
特
例
）

第
二
十
条
　
平
成
二
十
七
年
に
お
い
て
純
損
失
の
金
額
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
新
所
得
税
法
第
百
四
十
条
第

一
項
又
は
第
百
四

十

一
条
第

一
項

（こ
れ
ら
の
規
定
を
新
所
得
税
法
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
還
付
金
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
所
得
税
の
額
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
所

得
税
法

（次
条
に
お
い
て

「旧
所
得
税
法
」
と
い
う
。
）
第
二
編
第
二
章
第

一
節
又
は
第
百
六
十
五
条
の
規
定
を
適
用
し
て

計
算
し
た
所
得
税
の
額
に
よ
る
。



（給
与
所
得
に
係
る
源
泉
徴
収
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十

一
条
　
新
所
得
税
法
別
表
第
二
か
ら
別
表
第
四
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
以
後
に
支
払
う
べ
き
新
所

得
税
法
第
百
八
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
う
べ
き
旧
所
得
税
法
第
百
八
十
三

条
第

一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（相
続
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
の
原
則
）

第
二
十
二
条
　
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
相
続
税
法

（以
下
附
則
第
二
十
四
条
ま
で
に
お
い
て

「新
相
続
税
法
」
と
い

う
。
）
の
相
続
税
に
関
す
る
規
定
は
、
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
以
後
に

相
続
又
は
遺
贈

（贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈
与
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に

係
る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

２
　
新
相
続
税
法
の
贈
与
税
に
関
す
る
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
以
後
に
贈
与

（贈
与
を
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
効

力
を
生
ず
る
贈
与
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
贈
与
に

よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

五
七



五
八

（未
成
年
者
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条
　
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
が
、
そ
の
者
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
扶
養

義
務
者
の
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
前
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
第
五
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法

（以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

「旧
相
続
税
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
三
第

一
項
又

は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
新
相
続
税
法
第

十
九
条
の
三
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
相
続
税
に
つ
い
て
同
条
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
額

（二

回
以
上
旧
相
続
税
法
第
十
九
条
の
三
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
初
に
相
続
又
は
遺

贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
際
に
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
三
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
金
額
）
か
ら
既
に
旧
相
続
税
法
第
十
九
条
の
三
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
三

第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
た
金
額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
と
す

る
。（障

害
者
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
）



第
二
十
四
条
　
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
四
第

一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
同
項
に
規
定
す
る
障
害
者
が
、
そ
の
者
又
は
同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
の
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
前
に

相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
旧
相
続
税
法
、
所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
、
所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
、
相
続
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（昭
和
五
十
年
法
律
第
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法
又
は
相
続
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（昭
和
四
十
八
年

法
律
第
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
相
続
税
法

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「旧
法
」
と
総
称
す
る
。
）
第
十
九
条
の
四
第

一
項

又
は
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
法
第
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
者
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
が
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
四
第

一
項
又
は
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
相

続
税
法
第
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
相
続
税
に
つ
い
て
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
四
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
金
額

（二
回
以
上
旧
法
第
十
九
条
の
四
第

一
項
又
は
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
法
第
十
九
条
の
三
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
初
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
際
に
新
相
続
税
法
第
十
九

五
九



六
〇

条
の
四
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
）
か
ら
既
に
旧
法
第
十
九
条
の
四

第

一
項
若
し
く
は
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
法
第
十
九
条
の
三
第
二
項
又
は
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
四
第

一
項

若
し
く
は
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
相
続
税
法
第
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
た
金
額
の
合

計
額
を
控
除
し
た
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
と
す
る
。

（相
続
税
及
び
贈
与
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
五
条
　
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
九
条
の
五
第

一
項
並
び
に
第
七
十
条
の
七
第
二
項

第
五
号
及
び
第
三
項
第
二
号
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年

一
月

一
日
以
後
に
贈
与
に
よ
り
取
得
を
す
る
財
産
に
係
る
相
続
税

又
は
贈
与
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
贈
与
に
よ
り
取
得
を
し
た
財
産
に
係
る
相
続
税
又
は
贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（政
令

へ
の
委
任
）

第
二
十
六
条
　
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。



理
　
由

世
代
間
及
び
世
代
内
の
公
平
性
が
確
保
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
支
え
合
う
社
会
を
回
復
す
る
こ
と

が
我
が
国
が
直
面
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
と
と
も
に
不
断
に
行
政
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
に

一
段
と
注
力
し
つ
つ
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
行
う
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
の

一
環
と
し
て
、
社

会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
及
び
財
政
の
健
全
化
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
観
点
か
ら
消
費
税
の
使
途
の
明
確
化
及

び
税
率
の
引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
所
得
、
消
費
及
び
資
産
に
わ
た
る
税
体
系
全
体
の
再
分
配
機
能
を
回
復
し
つ
つ
、
世
代

間
の
早
期
の
資
産
移
転
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
所
得
税
の
最
高
税
率
の
引
上
げ
及
び
相
続
税
の
基
礎
控
除
の
引
下
げ
並
び
に
相

続
時
精
算
課
税
制
度
の
拡
充
を
行
う
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
及
び
関
連
す
る
諸
施
策

に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

ハ




